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くすりのなまえ　
第２４回　 βを刺激するくすり
　先月は交感神経の中のβを遮断するくすりでしたが、今月はβを刺激するくすりです。交感神経は“闘争や逃走時に働く神経”と言われています。これは、闘争や逃走するときの状態が、交感神経が優位に働いている状態と似ているからです。想像してみてください、闘争あるいは逃走時であれば、心臓の鼓動や呼吸は早くなり、血圧は上昇します。さらに、トイレになんて行くことができないので、トイレは遠くなり、食物の消化に使用するエネルギーを他に回すために消化の機能も落ちます。闘争や逃走するときのことを思い浮かべればどれも納得がいくのではないでしょうか。
この交感神経の作用の中でターゲットになるのは主に気管支です。上で書いたとおり、βを刺激すると、呼吸が早くなります。これは、気管支を拡張して呼吸数をあげることにより、酸素の取り込む量を増やすことが目的です。この作用を利用し、気管支が過度に狭さくしてしまう喘息発作時や、喘息発作の予防として使われます（肺気腫などによる呼吸困難などにも使われます）。βはβ1～β3まで3種類存在しており、気管支では主にβ2が作用しています。他のβ1やβ3まで刺激してしまうと、心臓などに悪い影響が出てしまうため、β2を選択的に刺激するくすりが用いられます。ただ、β2選択的とは言っても多少なりともβ1やβ3を刺激する効果を有しているので、これが副作用として現れることがあります。
　気管支のくすりですので、飲み薬、吸入、貼り薬とバラエティに富んでいますが、当院採用薬についてみていきましょう。
スピロペント：特になし

スピロペントは他のものと違い気管支への効果の他に、尿失禁に対する効果も有しています。これは、上で書いたとおり、トイレが遠くなる作用から来ています。

ホクナリン：北陸製薬（株）（現 アボットジャパン（株））において新規に合成・開発された交感神経アドレナリンβ2受容体刺激薬であることに由来

メプチン：Most Effective Pulmonary Treatment with Innovative New-Compound（革新的な新薬による最も効果的な肺疾患の治療）の頭文字から。

サルタノール：一般名であるサルブタモールより命名

ベネトリン：不明。英国での販売名はVENTOLIN（Ventilate:換気をする）
セレベント：記載なし
以上のくすりのなかで、セレベント以外の吸入薬は喘息発作時に使用されます。副作用について上で触れましたが、β刺激で問題になるのが心臓への作用です。喘息発作に使うβは短時間にβを強く刺激するので、心臓へ強い負担をかけます。これを短期間に過度に繰り返し使うと、不整脈や心停止などの重い副作用が報告されています。呼吸は楽になっても、心臓がやられてしまっては元も子もないですね。発作のくすりは回数を守って正しく使うことが重要です。
次回は咳を止めるかもしれないくすりです。
薬剤師　樋口 昇大　
コーヒーブレイク














